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（百万円：millions of yen）

19/03期第3四半期

前 期 比

増 減 増 減 率

売 上 高 25,888 +3,242 +14.3%
売 上 原 価 10,947 +1,068 +10.8%
売 上 総 利 益 14,940 +2,174 +17.0%
販 売 費 及 び
一 般 管 理 費 11,507 +350 +3.1%

営 業 利 益 3,432 +1,823 +113.4%
経 常 利 益 3,549 +1,786 +101.4%
親会社株主に帰属す
る 四 半 期 純 利 益 2,088 +1,019 +95.4%

19/03期第3四半期 業績（連結）
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Consolidated Quarterly Financial Results for FY2019 (For the Third Quarter ended December 31, 2018 )

FY2019 (3rdQ)

Net sales

Cost of sales

Gross profit

SG&A expenses

Operating income

Ordinary income

Net income attributable to 
owners of the parent

Year on year

Change Ratio

2



19/03期第3四半期（連結）＜前期比増減＞

研 究 開 発 費 連 結 営 業 利 益

（百万円：millions of yen ）

為
替
の
影
響
額
を
除
い
た
増
減

Analysis of Results for the Third Quarter ended December 31, 2018

Exchangeexcluded

R&D expenses Operating income

20,000 25,000

19/03期

第3四半期

売上高

医食品バイオ

遺伝子医療

バイオ産業支援

為替影響額

18/03期

第3四半期

売上高

1,000 2,000 3,000 4,000

19/03期

第3四半期

営業利益

共通

医食品バイオ

遺伝子医療

バイオ産業支援

18/03期

第3四半期

営業利益

連 結 売 上 高

22,646

+1,514

▲ 141

+1,804

FY2018 (3rdQ)

Exchange

Bioindustry

Gene therapy

AgriBio

FY2019 (3rdQ)

Netsales

+ 442

+1,688

▲ 114

▲ 192

3,432

1,608

FY2018 (3rdQ)

Bioindustry

Genetherapy

AgriBio

Intersegment

FY2019 (3rdQ)

25,888

+64
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2,000 3,000 4,000

19/03期

第3四半期

研究開発費

共通

医食品バイオ

遺伝子医療

バイオ産業支援

為替影響額

18/03期

第3四半期

研究開発費

3,164

▲ 24

+31

▲ 299

▲ 5

+46

為
替
の
影
響
額
を
除
い
た
増
減

3,417

FY2018 (3rdQ)

Exchange

Bioindustry

Genetherapy

AgriBio

Intersegment

FY2019 (3rdQ)

Exchangeexcluded

28,000

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
・連結売上高の増収は、
　バイオ産業支援事業における
　買収した2社の寄与に加え、
　CDMO事業を中心とした受託サービスが
　前期比で大きく上回ったことが主な要因です。
・研究開発費は、
　遺伝子医療事業や医食品バイオ事業で微減となりました。
・一方、バイオ産業支援事業では、
　大きく増加させましたので、
　全体では、前期比プラス5億5,100万円の
　46億5,300万円となりました。
・連結営業利益は、
　バイオ産業支援事業の無形資産の償却やのれんの償却の増加、
　さらに人件費の増加がありましたが、これらを吸収し、
　増益を確保したことに加え、遺伝子医療事業での
　提携企業からの一時金収入もあり、
　前期比プラス３億5,200万円の増益となりました。



19/03期第3四半期 事業セグメント別売上高（連結）

19/03期第3四半期

前 期 比

増 減 増 減 率

バ イ オ 産 業 支 援 21,984 +1,578 +7.7%
研 究 用 試 薬 17,093 +1,430 +9.1%
理 化 学 機 器 1,907 +17 +0.9%
受 託 2,647 +206 +8.5%
そ の 他 335 ▲ 75 ▲ 18.3%

遺 伝 子 医 療 2,304 +1,804 +360.9%
医 食 品 バ イ オ 1,599 ▲ 141 ▲ 8.1%

健 康 食 品 409 ▲ 124 ▲ 23.3%
キ ノ コ 1,189 ▲ 17 ▲ 1.4%

売 上 高 合 計 25,888 +3,242 +14.3%

FY2019 (3rdQ)

Bioindustry

Research reagents

Scientific Instruments

Contracted service

Others

Gene therapy

AgriBio

Functional foods

Mushrooms

Net sales total

（百万円：millions of yen ）

Segment Sales Breakdown for the Third Quarter ended December 31, 2018

Year on year

Change Ratio
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1 9 / 0 3 期 第 3 四 半 期 バイオ産業支援 遺 伝 子 医 療 医 食 品 バ イ オ 共 通 計

売 上 高 21,984 2,304 1,599 - 25,888

売 上 総 利 益 12,691 1,886 361 - 14,940

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 8,553 1,000 365 1,587 11,507

内 、 研 究 開 発 費 2,021 988 0 155 3,164

営 業 利 益 4,138 885 ▲ 3 ▲ 1,587 3,432

事業セグメント別業績（19/03期第3四半期）

1 8 / 0 3 期 第 3 四 半 期 バイオ産業支援 遺 伝 子 医 療 医 食 品 バ イ オ 共 通 計

売 上 高 20,405 500 1,745 ▲ 5 22,646

売 上 総 利 益 11,783 500 482 - 12,766

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 8,087 1,302 371 1,395 11,157

内 、 研 究 開 発 費 2,015 1,287 5 108 3,417

営 業 利 益 3,696 ▲ 802 110 ▲ 1,395 1,608

Results for FY2018 (3rdQ) Bioindustry Gene therapy AgriBio Intersegment

Intersegment

Total

TotalResults for FY2019 (3rdQ) Bioindustry Gene therapy AgriBio

Netsales

Grossprofit

SG&Aexpenses

R&D expenses

Operating income

Netsales

Grossprofit

SG&Aexpenses

R&D expenses

Operating income

（百万円：millions of yen ）

Results by Business Segment : FY2018 (3rdQ) vs FY2019 (3rdQ)
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会社別業績（19/03期第3四半期）

1 8 / 0 3 期 第 3 四 半 期 1 9 / 0 3 期 第 3 四 半 期

従 業 員 数 * * 売 上 高 営 業 利 益 売 上 高 営 業 利 益

タ カ ラ バ イ オ （ 単 体 ） 487 14,551 319 15,597 1,645

瑞 穂 農 林 37 573 40 1,067 ▲ 13

ﾀ ｶ ﾗ ﾊ ﾞ ｲ ｵ ﾌ ｧ ｰ ﾐ ﾝ ｸ ﾞ ｾ ﾝ ﾀ ｰ 0 25 9 17 4

き の こ セ ン タ ー 金 武 9 143 ▲ 3 142 ▲ 13

T a k a r a B i o E u r o p e S A S * 48 1,829 113 2,156 219

T a k a r a B i o E u r o p e A B * 24 374 ▲ 27 342 ▲ 92
宝 生 物 工 程 ( 大 連 ) * 514 2,520 614 2,881 662

宝 日 医 生 物 技 術 （ 北 京 ） * 75 3,872 509 4,444 793

T a k a r a K o r e a B i o m e d i c a l * 24 749 110 759 123
DSS Takara Ind i a Pvt . L td . * 67 236 ▲ 14 239 4
T a k a r a B i o U S A I n c . * 214 7,513 523 8,106 948
Takara Bio USA Holdings Inc * 0 0 ▲ 47 0 ▲ 4

** 従業員数は、2018年12月31日現在： Number of  Employee as of December. 31, 2018* 決算期が1-12月であり、数値は各年1-9月実績：Financial report from Jan. to Mar. 

（百万円：millions of yen ）

Results by Consolidated Subsidiary : FY2018 (3rdQ) vs FY2019 (3rdQ)

TakaraBio

MizuhoNorin

TakaraBioFarming Center

KINOKOCENTER KIN

TakaraBioEuropeSAS

TakaraBioBiotechnology (Dalian)

TakaraBiomedical Technology (Beijing)

Employee Netsales Operating income Netsales Operating income

FY2019(3rdQ)FY2018(3rdQ)

TakaraBioEuropeAB
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
・事業セグメント別営業利益は、
　バイオ産業支援事業で24億7,300万円、
　遺伝子医療事業で8億5,000万円の営業損失、
　医食品バイオ事業で200万円の営業損失となりました。

・事業セグメント別の研究開発費は、ご覧の通りでした。




1 8 / 0 3 期
第 3 四 半 期

1 9 / 0 3 期
第 3 四 半 期

前 期 比 為 替 の 影 響
（ 前 期 比 ）

前 期 比
（ 為 替 の 影 響 除 く ）

日 本
3,936 3,880 ▲ 55 - ▲ 55

米 国
5,765 6,276 +511 ▲ 130 +641

欧 州
1,735 2,107 +372 +100 +271

中 国
3,404 3,929 +525 +86 +438

韓 国
623 669 +46 +13 +32

印 度
197 228 +30 ▲ 11 +41

研究用試薬の外部売上高（19/03期第3四半期）
Sales by Region for Research Reagents : FY2018 (3rdQ) vs FY2019 (3rdQ)

（百万円：millions of yen ）

FY2019 (3rdQ)FY2018 (3rdQ)
Year on year 

change
Exchange 

(Year on year change)
Year on year change

(Foreign exchange excluded)

Japan

USA

Europe

China

Korea

India
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19/03期

通期予想

前回予想比 (11/6) 前期比

増減 増減率 増減 増減率

売 上 高 35,800 - - % +3,487 +10.8%
売 上 原 価 14,934 +44 +0.3% +1,277 +9.4%
売 上 総 利 益 20,865 ▲ 44 ▲ 0.2% +2,209 +11.8%
販 売 費 及 び
一 般 管 理 費 15,665 ▲ 244 ▲ 1.5% +565 +3.7%

営 業 利 益 5,200 +200 +4.0% +1,644 +46.2%
経 常 利 益 5,400 +200 +3.8% +1,538 +39.8%
親会社株主に帰属
す る 当 期 純 利 益 3,150 +50 +1.6% +814 +34.9%

1９/03期 通期予想 業績（連結）

Net sales

Cost of sales

Gross profit

SG&A expenses

Operating income

Ordinary income

Net income attributable to 
owners of the parent

（百万円：millions of yen）

Consolidated Sales Forecast for FY2019 (For the Year ending March 31, 2019)

Year on year

Change Ratio

Toprevious forecast asofNov. 6

Change RatioFY2019 Forecast
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
・利益面については、
　売上高の計画未達にともない、
　売上総利益は計画を下回るものの、
　販売管理費全般にわたり圧縮に努めることなどで、
　これを吸収できる見込みであることから、
　期初予想を据え置き、前期比14億4,400万円増益となる
　50億円を目指します。
・経常利益は52億円、
　親会社株主に帰属する当期純利益は31億円と見込んでいます。
・営業利益、経常利益、親会社株主に帰属する当期純利益の
　全ての利益項目で過去最高を目指します。





1９/03期 通期予想 売上高（連結）

19/03期

通期予想

前回予想比 (11/6) 前期比

増減 増減率 増減 増減率

バ イ オ 産 業 支 援 31,481 +231 +0.7% +1,912 +6.5%
研 究 用 試 薬 23,703 +193 +0.8% +1,495 +6.7%
理 化 学 機 器 2,587 ▲ 92 ▲ 3.5% ▲ 47 ▲ 1.8%
受 託 4,727 +169 +3.7% +516 +12.3%
そ の 他 462 ▲ 38 ▲ 7.6% ▲ 52 ▲ 10.1%

遺 伝 子 医 療 2,438 ▲ 151 ▲ 5.9% +1,938 +387.8%
医 食 品 バ イ オ 1,879 ▲ 80 ▲ 4.1% ▲ 364 ▲ 16.3%

健 康 食 品 409 10 +2.7% ▲ 283 ▲ 40.9%
キ ノ コ 1,469 ▲ 90 ▲ 5.8% ▲ 80 ▲ 5.2%

売 上 高 合 計 35,800 - - % +3,487 +10.8%

Bioindustry

Research reagents

Scientific Instruments

Contracted service

Others

Gene therapy

AgriBio

Functional foods

Mushrooms

Net sales total

Year on year

Change Ratio

Toprevious forecast asofNov. 6

Change Ratio

Consolidated Sales Forecast by Business Segment for FY2019 (For the Year ending March 31, 2019)

（百万円：millions of yen）

FY2019 Forecast
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
・売上高は、
　バイオ産業支援事業で期初予想を下回る見込ですが、
　前期比では、増収となる見込です。
・遺伝子医療事業では、治験薬販売による
　増収を見込んでいます。
・また、医食品バイオ事業では、健康食品事業を
　2019年1月1日に、
　シオノギヘルスケア社に事業譲渡する計画であり、
　減収を予想しています。
・以上の理由から通期の連結売上高は、
　期初予算比10億円減収ですが、　
　前期比34億8,700万円増収の、
　358億円を見込んでいます。




1 9 / 0 3 期 通 期 予 想 バイオ産業支援 遺 伝 子 医 療 医 食 品 バ イ オ 共 通 計

売 上 高 31,481 2,438 1,879 - 35,800

売 上 総 利 益 18,504 1,909 451 - 20,865

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 11,544 1,510 425 2,185 15,665

内 、 研 究 開 発 費 2,748 1,493 0 230 4,472

営 業 利 益 6,959 398 26 ▲ 2,185 5,200

事業セグメント別業績（19/03期通期予想）

1 8 / 0 3 期 通 期 バイオ産業支援 遺 伝 子 医 療 医 食 品 バ イ オ 共 通 計

売 上 高 29.568 500 2,251 ▲ 7 32,312

売 上 総 利 益 17,553 500 601 - 18,655

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 10,870 1,822 494 1,912 15,099

内 、 研 究 開 発 費 2,693 1,804 6 148 4,653

営 業 利 益 6,683 ▲ 1,322 107 ▲ 1,912 3,555

FY2018 Actual Bioindustry Gene therapy AgriBio Intersegment

Intersegment

Total

TotalFY2019 Forecast Bioindustry Gene therapy AgriBio

Netsales

Grossprofit

SG&Aexpenses

R&D expenses

Operating income

Netsales

Grossprofit

SG&Aexpenses

R&D expenses

Operating income

（百万円：millions of yen ）

Results by Business Segment : FY2018 Actual vs FY2019 Forecast

2019年3月期第3四半期 決算補足資料：Supplement for the Consolidated Financial Statements for the Third Quarter Ended December 31, 201810



会社別業績（19/03期通期予想）

1 8 / 0 3 期 通 期 1 9 / 0 3 期 通 期 予 想

売 上 高 営 業 利 益 売 上 高 営 業 利 益

タ カ ラ バ イ オ （ 単 体 ） 20,976 900 21,739 2,152
瑞 穂 農 林 729 28 1,307 1
ﾀ ｶ ﾗ ﾊ ﾞ ｲ ｵ ﾌ ｧ ｰ ﾐ ﾝ ｸ ﾞ ｾ ﾝ ﾀ ｰ 26 9 17 4
き の こ セ ン タ ー 金 武 197 4 189 1
T a k a r a B i o E u r o p e S A S * 2,740 245 3,079 395
T a k a r a B i o E u r o p e A B * 511 ▲ 75 507 ▲ 127
宝 生 物 工 程 ( 大 連 ) * 3,613 884 3,805 875
宝 日 医 生 物 技 術 （ 北 京 ） * 5,448 655 6,121 1,057
T a k a r a K o r e a B i o m e d i c a l * 998 148 1,034 173
DSS Takara Ind i a Pvt . L td . * 336 ▲ 14 335 5
T a k a r a B i o U S A I n c . * 10,725 1,122 11,226 1,494
Takara Bio USA Holdings Inc * 0 ▲ 50 0 ▲ 5

* 決算期が1-12月であり、数値は各年1-12月実績：Financial report from Jan. to Mar. 

（百万円：millions of yen ）

Results by Consolidated Subsidiary : FY2018 Actual vs FY2019 Forecast

TakaraBio

MizuhoNorin

TakaraBioFarming Center

KINOKOCENTER KIN

TakaraBioEuropeSAS

TakaraBioBiotechnology (Dalian)

TakaraBiomedical Technology (Beijing)

Netsales Operating income Netsales Operating income

FY2019ForecastFY2018Actual

TakaraBioEuropeAB
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
・事業セグメント別営業利益は、
　バイオ産業支援事業で24億7,300万円、
　遺伝子医療事業で8億5,000万円の営業損失、
　医食品バイオ事業で200万円の営業損失となりました。

・事業セグメント別の研究開発費は、ご覧の通りでした。




遺伝子医療事業開発パイプラインの状況

プロジェクト 対象疾患 現状 提携先

腫瘍溶解性
ウイルス

C-REV
(TBI-1401)

日本 悪性黒色腫

Phase Ⅱ 進行中
承認申請準備中 大塚製薬(株)

日本 膵臓がん Phase Ⅰ 進行中 大塚製薬(株)

韓国 全疾患 検討中 Dong-A ST
Co., Ltd.

米国 悪性黒色腫 医師主導治験 Phase Ⅱ 進行中 検討中

遺伝子改変
T細胞療法

siTCR® NY-ESO-1
(TBI-1301)

日本

滑膜肉腫 Phase Ⅰ/Ⅱ 進行中 大塚製薬(株)

適応拡大 検討中 大塚製薬(株)

カナダ 固形がん 医師主導治験 PhaseⅠb 進行中 検討中

CAR
CD19

(TBI-1501)
日本

成人ALL※ Phase Ⅰ/Ⅱ 進行中 大塚製薬(株)

適応拡大 検討中 大塚製薬(株)

Projects Target disease Status Partnerships

OncolyticVirus

Japan

USA

Japan

Korea

Melanoma

Pancreaticcancer

Melanoma

Synovial sarcoma

Solidcancer

PhaseII inprogress
Preparation underway forapplication

Phase II Investigator initiated trial inprogress

OtsukaPharma

PhaseI inprogress

All indications Under review

OtsukaPharma

PhaseI/II inprogress OtsukaPharma

All indications Under review

PhaseIbInvestigator initiated trial inprogress

PhaseI/II inprogressAdultALL, etc OtsukaPharma

All indications Under review OtsukaPharma

Seeking

Preparationunderway

OtsukaPharma
Japan

Canada

Japan

Engineered 
T cell Therapy

Pipeline Status for developing in Gene Therapy Business

※ ALL：急性リンパ芽球性白血病 Acute lymphoblastic leukemia
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
・ここからは遺伝子医療事業の各プロジェクトについてご説明します。
・開発プロジェクトをまとめました。
・それぞれのプロジェクトにおいて、
　提携パートナーの選定を進めていますが
　これまで、開発進捗などに関する情報開示は、
　当社独自のポリシーで行ってきましたが、
　提携後は各社と開示内容を揃える必要があることから、
　契約に基づき、開示前に相手先に確認を行い、
　両者合意の内容を開示するように変更しています。
・ご了解いただきたいと思います。
　




（白紙）



1８/03期

第3四半期

1８/03期

通期

1９/03期

第3四半期

1９/03期

通期

1９/03期

通期

実績 実績 実績 11/6予想 1/３０予想

米ドル 111.89 112.17 109.61 110.00 110.45

ユーロ 124.58 126.70 130.87 131.00 130.35

人民元 16.47 16.62 16.84 16.70 16.71

100ウォン
9.84 9.93 10.05 10.00 10.04

インドルピー
1.72 1.73 1.64 1.62 1.62

スウェーデン
クローナ 13.00 13.15 12.79 12.70 12.71

為替前提および実績（海外子会社P/L換算用）

（単位：円）

Exchange Rates for the Income Statement of Overseas Subsidiaries 

(Unit :Yen)
FY2018 (3rdQ) FY2018 (Full year) FY2019 (Full year)FY2019 (3rdQ) FY2019 (Full year)

Actual Actual ForecastasofNov.6Actual ForecastasofJan.30

USdollar

Euro

Yuan

100 Won

Rupee

SwedenKrona
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将来の見通しに関する注意事項

お問合せ先：広報・IR部
E-mail: bio-ir@takara-bio.co.jp

資料中の当社による現在の計画、見通し、戦略、確信などのうち、歴史的事実でないものは、将来の業

績に関する見通しであり、これらは現時点において入手可能な情報から得られた当社経営陣の判断に基づ

くものですが、重大なリスクや不確実性を含んでいる情報から得られた多くの仮定および考えに基づきな

されたものであります。実際の業績は、さまざまな要素によりこれら予測とは大きく異なる結果となり得

ることをご承知おきください。実際の業績に影響を与える要素には、経済情勢、特に消費動向、為替レー

トの変動、法律・行政制度の変化、競合会社の価格・製品戦略による圧力、当社の既存製品および新製品

の販売力の低下、生産中断、当社の知的所有権に対する侵害、急速な技術革新、重大な訴訟における不利

な判決等がありますが、業績に影響を与える要素はこれらに限定されるものではありません。

Forward-Looking Statements

Statements in this news release, other than those based on historical fact, concerning the current plans, prospects, strategies and
expectations of the Company and its Group represent forecasts of future results. While such statements are based on the conclusions of
management according to information available at the time of writing, they reflect many assumptions and opinions derived from
information that includes major risks and uncertainties. Actual results may vary significantly from these forecasts due to various factors.
Factors that could influence actual results include, but are not limited to, economic conditions, especially trends in consumer spending, as
well as exchange rate fluctuations, changes in laws and government systems, pressure from competitors’ prices and product strategies,
decline in selling power of the Company’s existing and new products, disruptions to production, violations of our intellectual property rights,
rapid advances in technology and unfavorable verdicts in major litigation.

Contact information：PR/IR Department
E-mail: bio-ir@takara-bio.co.jp
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